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本
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芸
史
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と

ひ
 
な
 
び

村

、

田

昇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
が
た
あ
る
き

 
王
朝
の
優
秀
な
作
家
は
、
皆
縣
歩
行
の
国
守
か
、
そ
の
子
女
で
あ
っ
て
、
地

方
の
ひ
な
び
る
生
活
に
接
し
、
こ
れ
と
堂
上
貴
族
の
み
や
び
な
生
活
を
対
照
し

て
批
判
す
る
気
ざ
し
一
…
機
ざ
し
が
西
暦
一
〇
八
六
の
院
政
で
あ
る
。
院
政
と
は

み
や
び
と
ひ
な
び
の
文
化
の
分
水
嶺
で
あ
っ
た
。
み
や
び
と
は
、
浪
漫
的
吃
艶

麗
・
都
雅
・
典
雅
・
風
雅
・
風
流
・
外
用
・
繊
細
．
感
傷
．
公
卿
．
貴
族
．
保

守
・
重
文
・
理
智
寛
大
・
和
・
京
都
風
で
あ
る
。
ひ
な
び
は
、
現
実
．
庶
民
的

・
田
舎
・
素
朴
・
疎
大
・
武
伐
・
斗
争
・
内
実
・
訂
奇
．
飛
躍
．
呪
的
．
荒
で

あ
る
。
こ
の
二
者
が
調
和
す
る
こ
と
は
美
で
あ
り
、
国
家
繁
栄
の
哲
理
で
あ

る
。
「
記
」
「
紀
」
の
上
で
定
着
し
な
か
っ
た
帝
都
を
、
京
都
に
定
め
た
王
嘲

人
に
、
あ
づ
ま
・
こ
し
・
み
ち
の
く
．
つ
く
し
等
の
ひ
な
び
た
い
な
か
に
対
す

る
誇
り
を
も
っ
た
文
化
意
識
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
意
識
の
熾
ん
な
文
芸
は
、
あ

づ
ま
の
語
が
現
は
れ
る
伊
勢
物
語
で
あ
る
。
十
一
世
紀
以
前
は
み
や
び
の
上
昇
，
'

斜
面
。
西
国
の
藤
原
純
友
の
乱
と
ほ
ぼ
同
時
に
起
き
た
樋
門
の
乱
は
、
平
安
の

み
や
び
の
没
落
と
沸
武
士
の
ひ
な
び
の
出
発
点
で
あ
っ
て
、
十
二
世
紀
ば
み
や

び
と
ひ
な
び
の
交
替
乱
舞
の
ス
テ
ー
ジ
、
十
三
世
紀
後
は
、
ひ
な
び
と
み
び
と

や
び
が
、
混
交
し
て
流
れ
行
く
処
に
、
様
々
な
様
式
が
描
か
れ
て
い
る
。
み
や

ひ
な
び
、
陰
陽
の
中
和
し
た
処
に
、
善
美
が
在
る
が
、
そ
の
中
和
は
長
く
は
続

か
ず
、
み
や
び
と
ひ
な
び
の
葛
藤
は
、
い
つ
の
時
代
-
源
氏
物
語
時
代
に
も
在

っ
た
。
源
氏
物
語
の
煩
悩
は
、
藤
下
と
源
氏
の
争
い
で
あ
る
。

 
こ
れ
は
来
る
べ
き
院
政
の
予
兆
で
あ
る
。
平
家
物
語
は
、
鳥
羽
、
後
白
河
院

政
以
後
平
家
滅
亡
鎌
倉
開
府
に
至
る
歴
史
的
事
実
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
み
や
び
と

ひ
な
び
離
合
の
曲
節
で
あ
っ
た
。
中
世
に
お
い
て
天
皇
を
中
心
ど
す
る
京
都
の

公
卿
文
化
は
み
や
び
、
鎌
倉
の
武
士
文
化
は
ひ
な
び
で
あ
っ
た
。
中
世
の
文
化

を
動
か
し
た
者
は
、
僧
・
公
卿
・
武
士
・
庶
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
つ
の
人
群

を
平
家
物
語
を
中
心
に
考
究
し
て
み
る
。

 
人
間
の
自
然
に
対
す
る
愛
、
人
澗
性
の
無
限
な
る
完
全
化
の
能
力
に
対
す
る

憧
憬
・
主
観
に
対
す
る
客
観
の
優
越
で
あ
る
崇
高
が
、
高
僧
．
聖
の
価
値
で
あ

る
。 

こ
の
価
値
高
き
高
僧
、
聖
の
多
く
輩
出
し
た
こ
と
が
、
中
世
の
特
性
で
あ
っ

た
。
そ
の
法
然
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
平
家
物
語
の
仏
教
的
精
神
」
に
、
親
驚

に
つ
い
て
は
仏
教
美
学
第
二
部
大
詩
聖
親
鷺
に
、
一
遍
に
つ
い
て
は
「
中
世
文

芸
と
仏
教
」
に
、
一
休
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
文
芸
の
仏
教
的
論
究
」
に
論
究

し
た
。
カ
ッ
シ
ラ
ー
は
、
人
間
は
社
会
生
活
を
媒
介
し
な
い
か
ぎ
り
自
ら
を
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見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
．
自
己
の
個
性
を
知
り
得
な
い
q
と
い
っ
た
。
中
世
と

曹
い
う
大
動
乱
期
に
生
れ
た
高
僧
は
、
悉
く
振
幅
の
広
い
数
奇
な
法
難
の
生
涯
を

終
っ
て
い
る
。
平
家
物
語
に
は
、
高
僧
、
怪
僧
、
奇
僧
、
傑
僧
、
混
雑
、
軍
僧

が
み
る
。
平
家
物
語
と
い
う
池
で
、
ひ
な
び
み
や
び
の
色
彩
様
々
な
鯉
が
生
れ

育
ち
飛
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
三
の
煩
悩
に
因
り
、
兵
戦
を
動
か
し
て
、

康
楽
の
生
命
・
財
産
・
権
勢
を
侵
害
す
る
修
羅
道
と
な
る
。
こ
の
煩
悩
池
寂
滅

す
べ
き
聖
職
の
僧
が
、
兵
と
な
っ
た
の
が
中
世
の
仏
教
界
で
あ
っ
た
。
書
法
隠

滅
の
末
法
で
あ
る
。
む
べ
な
る
か
な
闇
黒
時
代
と
い
う
の
は
、
下
智
の
光
明
が

照
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
化
と
は
闇
黒
を
照
ら
す
光
明
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
実
相
観
入
界
で
あ
る
。
戦
記
文
芸
・
餓
鬼
・
地
獄
・
病
草
紙

・
方
丈
記
・
大
経
五
悪
段
の
厭
離
す
べ
き
繊
土
か
ら
、
往
生
要
集
の
欣
求
浄
土

互
具
の
十
界
、
十
如
是
で
あ
る
。
こ
の
世
界
を
文
芸
を
以
て
照
ら
し
だ
し
た
の

が
、
古
同
僧
、
聖
僧
で
あ
る
β

、
平
家
物
語
巻
一
で
は
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
無
智
な
悪
僧
の
空
虚
な
争
か
ら

延
暦
寺
の
僧
兵
が
、
興
福
寺
の
末
寺
清
水
寺
を
焼
払
う
た
惨
事
が
語
ら
れ
、
「

こ
こ
に
興
福
寺
の
西
金
堂
衆
v
観
音
房
、
勢
至
房
と
て
聞
え
た
る
大
悪
僧
二
人

あ
り
け
り
。
観
音
坊
は
、
零
露
絨
の
腹
巻
に
白
柄
の
長
力
茎
短
か
に
と
り
、
勢

至
坊
は
萌
黄
絨
の
鎧
著
、
黒
漆
の
大
太
刀
持
っ
て
」
と
源
平
の
武
士
と
同
様
な

武
装
が
語
ら
れ
て
あ
る
。
伝
教
大
師
が
「
ア
ノ
ク
タ
ラ
サ
ン
ミ
ヤ
ク
サ
ン
ボ
ダ

イ
の
仏
た
ち
わ
が
建
つ
杣
に
冥
加
あ
ら
せ
給
へ
と
」
 
（
新
古
今
）
に
願
は
れ
た

比
叡
山
が
、
三
百
年
後
に
は
、

 
賀
茂
川
の
水
、
讐
六
の
賢
、
山
法
師
、
こ
れ
ぞ
我
が
御
心
に
叶
は
ぬ
物
と
、

 
白
河
の
院
も
仰
せ
ら
な
り
け
る
と
か
や
。
鳥
羽
の
院
の
御
時
も
越
前
の
平
泉

 
寺
を
山
門
へ
寄
せ
ら
れ
け
る
事
は
、
当
山
を
御
帰
依
浅
か
ら
ざ
る
に
よ
っ
て

 
な
り
。
非
を
以
て
理
と
す
と
宣
下
せ
ら
れ
て
こ
そ
、
院
宣
を
ば
下
さ
れ
け
れ
〆

 
さ
れ
ば
江
帥
独
房
の
卿
の
申
さ
れ
し
は
、
山
門
の
大
衆
、
日
吉
の
神
輿
を
陣

 
頭
へ
振
り
奉
っ
て
訴
訟
を
致
さ
ば
、
君
は
い
か
が
御
製
ら
ひ
候
ふ
べ
き
と
申

 
さ
れ
け
れ
ば
、
法
皇
、
げ
に
も
、
山
門
の
訴
訟
は
黙
止
し
難
し
と
そ
仰
せ
け

 
る
。
 
（
巻
一
、
願
立
）

と
修
羅
道
に
墜
落
し
た
因
は
、
叡
山
大
学
の
建
学
精
神
と
も
い
う
べ
き
仏
教
の

噛
「
山
家
学
生
式
」
 
「
国
宝
ト
ハ
何
物
ゾ
、
宝
ト
ハ
道
心
也
。
道
人
有
ル
入
ヲ
国

宝
ト
為
ス
」
と
い
う
崇
高
な
る
理
想
を
失
っ
た
驕
慢
の
故
で
あ
る
。
道
心
之
は

精
神
的
英
雄
精
神
で
あ
る
。
権
勢
利
欲
の
勝
利
者
で
は
な
い
。

 
天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
は
、
大
納
言
黒
黒
の
子
と
し
て
、
心
密
兼
学
し
て
、

浄
行
持
律
の
上
、
大
乗
妙
経
を
公
家
に
授
け
、
菩
薩
浄
戒
を
法
皇
に
保
た
せ
奉

る
御
経
の
師
、
御
戒
の
師
、
ま
こ
と
に
無
恥
の
碩
徳
、
天
下
第
一
の
高
僧
で
あ

っ
た
が
、
叡
山
僧
兵
の
皇
家
に
対
す
る
乱
暴
の
責
任
者
と
し
て
の
罪
で
、
伊
豆

に
配
流
さ
れ
た
。
 
（
巻
ご
）
こ
れ
に
対
す
る
僧
兵
共
の
怒
り
の
声
に
「
遷
れ
わ

が
山
は
日
本
無
讐
の
霊
地
、
鎮
護
国
家
の
道
場
、
山
王
の
御
威
光
盛
ん
に
し
て

仏
法
王
法
牛
角
な
り
。
…
…
帝
都
の
鬼
門
に
峙
ち
て
、
護
国
の
霊
地
な
り
」
と

あ
る
。
こ
れ
を
徒
然
草
の
百
四
六
段
の
明
雲
座
主
に
つ
い
て
の
記
事
、
二
二

六
段
の
「
信
濃
前
司
艦
長
入
墨
、
平
家
物
語
を
作
り
て
、
生
仏
と
い
ひ
け
る
盲

目
に
教
へ
て
語
ら
せ
け
り
。
さ
て
山
門
の
事
を
、
殊
に
ゆ
ゆ
し
く
書
け
り
」
と

全
巻
に
亘
り
次
々
に
堂
々
と
書
か
れ
た
山
門
に
関
す
る
記
事
と
並
に
、
山
岡
孝

雄
先
生
の
平
家
物
語
作
者
考
を
勘
考
し
て
、
殊
に
ゆ
ゆ
し
く
書
け
り
の
意
味
す

る
処
は
、
重
要
で
あ
る
。
さ
て
明
雲
は
赦
さ
れ
て
再
び
座
主
と
な
っ
た
が
、
寿

永
二
年
秋
義
仲
が
、
後
白
河
法
皇
を
法
性
寺
に
攻
め
た
時
、
流
矢
に
あ
た
っ
て

非
業
の
死
を
逐
げ
た
。
天
台
座
主
を
戦
死
さ
せ
た
こ
と
は
、
正
し
く
五
逆
罪
で
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あ
る
。
か
か
る
社
会
を
造
っ
た
者
は
清
盛
で
あ
る
。
そ
の
罰
で
地
獄
の
苦
し
み

を
え
て
死
に
、
一
門
も
悉
く
滅
ん
だ
の
で
あ
る
。
明
雲
事
件
に
関
係
し
て
活
動

し
た
僧
に
、
澄
憲
が
あ
る
。
澄
憲
は
加
賀
守
藤
原
實
兼
の
子
は
出
家
し
て
少
納

言
信
西
と
称
し
た
者
の
子
で
あ
る
。
後
白
河
法
皇
を
中
心
と
し
た
平
家
を
亡
す

．
鹿
の
谷
の
密
謀
に
参
与
し
て
い
る
。
承
安
四
年
権
大
僧
都
に
な
っ
た
。
（
玉
葉
）

平
家
物
語
巻
一
に
、
 
「
祇
園
の
別
当
権
大
僧
都
澄
憲
に
仰
せ
て
、
乗
燭
に
及
ん

で
、
祇
園
の
社
へ
入
れ
奉
ら
る
。
」
と
あ
る
こ
と
は
、
百
錬
抄
、
愚
昧
記
に
も

見
ら
れ
る
。
子
に
安
居
院
の
聖
覚
が
い
て
、
法
然
の
弟
子
。
源
氏
物
語
表
白
を

書
い
た
。
「
説
話
索
引
」
に
は
、

 
澄
憲
 
亡
妻
の
現
身
の
夫
の
家
に
帰
る
と
い
ふ
事
を
人
に
語
る
（
発
心
五
・

 
 
九
四
）

 
 
炎
旱
の
時
、
・
竜
神
に
祈
り
て
雨
を
降
ら
す
ハ
古
事
三
・
七
二
）
「
（
著
聞
二
・

 
 
 
・
三
八
五
・
大
系
九
六
）

 
 
平
座
論
義
の
作
法
を
知
る
と
て
、
基
房
（
松
殿
）
に
褒
め
ら
る
（
古
事
三

 
 
 
・
七
三
）

 
 
祈
雨
の
勧
賞
に
、
上
臨
霊
長
を
超
え
て
権
大
僧
都
と
な
る
（
著
聞
二
．
・
三

 
 
 
八
五
・
大
系
九
六
Y

 
 
祈
雨
に
依
り
権
大
僧
都
と
な
る
を
俊
恵
、
歌
を
詠
じ
て
祝
ふ
（
著
聞
二
．

 
 
 
三
八
五
・
大
系
九
六
）

 
 
，
一
法
印
、
春
日
大
明
神
の
託
宣
に
依
り
五
部
大
乗
経
供
養
の
た
め
奈
良

 
 
 
に
赴
く
（
著
聞
一
二
・
六
一
四
・
大
系
三
四
二
）

 
 
 
奈
良
坂
に
て
山
賊
を
教
化
す
（
著
聞
＝
一
・
六
一
四
・
大
系
三
四
一
一
）

 
 
 
父
信
西
の
十
三
年
の
仏
事
を
営
む
（
沙
石
九
型
二
二
五
八
・
大
系
四
一
一
）

 
 
 
聖
覚
と
二
人
、
能
説
の
名
あ
り
（
井
蛙
六
・
七
一
）

日
本
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史
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と
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と
出
て
い
る
。

 
巻
心
の
挙
用
流
罪
事
件
の
源
流
は
、
巻
一
の
額
回
忌
・
清
水
炎
上
．
鵜
川
合

戦
・
願
立
、
御
輿
振
、
内
裏
炎
上
と
う
ち
つ
づ
き
、
要
す
る
に
僧
兵
の
乱
暴
で

あ
る
。
叡
山
の
僧
兵
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
雲
事
件
の
主
役
を
演
じ
政
僧
、
傑

僧
と
も
い
う
べ
き
活
動
を
し
て
、
悲
劇
の
生
涯
を
終
っ
た
西
光
が
い
る
。
「
鵜

川
合
戦
」
に
、

 
師
光
は
入
通
信
西
に
召
使
は
れ
、
阿
波
に
生
れ
宿
根
賎
し
い
下
郎
な
り
し
か

 
ど
、
賢
か
っ
た
の
で
後
白
河
法
皇
か
ら
愛
さ
れ
、
左
衛
門
の
靱
負
の
尉
に
な

 
一
さ
れ
、
出
家
し
て
西
光
と
称
し
た
。

が
、
始
縦
清
盛
の
噂
横
を
憎
み
抵
抗
し
た
不
屈
の
人
物
で
、
鹿
の
谷
事
件
で
捕

え
ら
れ
た
時
、
清
盛
に
向
っ
て
、
「
ち
と
も
色
も
進
ぜ
ず
、
悪
び
れ
た
る
気
色

も
な
く
」

 
御
辺
は
故
刑
部
卿
忠
盛
の
子
で
坐
し
か
共
、
十
四
五
ま
で
は
出
仕
も
し
給
は

 
ず
、
故
中
御
門
藤
中
納
言
家
成
卿
の
辺
に
立
入
給
ひ
し
を
ば
、
京
童
部
は
高

 
平
太
と
こ
そ
言
し
か
。
保
延
の
比
、
大
将
軍
承
り
海
賊
の
張
本
三
十
挙
人
、

 
搦
進
ぜ
ら
れ
た
り
し
賞
に
四
晶
し
て
、
四
位
の
兵
衛
佐
と
申
し
し
を
だ
に
、

 
過
分
と
こ
そ
時
の
人
々
は
申
合
は
れ
し
か
。
殿
上
の
交
を
だ
に
嫌
は
れ
し
人

 
の
子
孫
に
て
太
政
大
臣
迄
な
り
あ
が
り
た
る
や
過
分
な
る
ら
む
。
侍
品
の
者

 
の
、
受
領
検
非
違
使
に
成
る
事
、
先
例
傍
例
な
き
に
非
ず
。
な
じ
か
は
過
分

 
な
る
べ
き
。
．

と
罵
り
返
し
て
い
る
。
・
一
世
紀
前
の
摂
関
政
治
の
時
代
に
は
、
田
舎
の
在
庁
官

人
の
出
身
の
者
が
、
中
央
の
政
治
に
参
画
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
夢
に
も

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
院
政
と
い
う
新
し
い
政
治
の
形
態
は
、
西
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光
の
よ
ヶ
な
骨
の
強
い
ひ
な
び
た
者
を
申
央
に
ひ
き
あ
げ
、
陰
謀
と
術
致
と
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
の
宮
延
生
活
の
中
で
鍛
え
あ
げ
た
。
西
光
と
同
じ
運
命
を
歩
ん
だ
僧
に
俊
寛

が
い
た
。
鹿
の
谷
に
平
家
討
滅
の
謀
を
企
て
、
そ
れ
が
発
見
さ
れ
て
清
盛
の
為

に
邑
智
が
島
に
流
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
憤
死
す
る
。

 
そ
の
悲
劇
を
平
家
物
語
は
「
足
摺
」
と
題
し
て
語
っ
て
お
り
、
世
阿
弥
は
、

 
「
俊
寛
」
の
曲
を
作
っ
て
い
る
。
類
稀
な
悲
劇
人
物
で
あ
る
。
巻
一
の
「
頼
豪

」
章
は
、
有
験
の
僧
頼
豪
漫
芸
梨
は
、
白
河
法
皇
の
命
で
、
皇
后
の
皇
子
誕
生

を
祈
っ
て
成
就
し
た
報
賞
に
、
三
井
寺
戒
壇
建
立
を
奏
請
し
た
が
、
法
皇
は
拒

．
絶
し
た
の
で
、
頼
豪
は
皇
子
を
祈
り
殺
し
、
自
分
も
干
死
し
た
。
こ
れ
は
俊
寛

と
合
せ
て
怨
霊
の
怖
し
さ
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
白
河
法
皇
の
第
二
皇

子
所
以
王
に
、
平
家
討
伐
の
謀
叛
事
件
は
、
．
三
井
寺
と
延
暦
寺
と
興
福
寺
間
の

僧
兵
の
斗
争
に
拡
大
し
て
、
武
士
に
交
っ
て
斗
う
勇
猛
な
僧
が
、
つ
ら
ね
語
ら

れ
て
い
る
。
所
以
王
に
討
伐
を
勧
め
た
入
道
頼
政
も
、
悲
痛
な
敗
死
を
遂
げ

た
。
所
以
王
も
敗
死
し
、
，
そ
の
若
宮
も
宗
盛
の
命
乞
で
出
家
し
た
。
出
家
の
命

乞
が
敵
を
欺
く
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
牛
若
丸
等
の
例
が
多
い
。
「
さ
て
所
以

王
の
謀
叛
に
興
福
寺
、
三
井
寺
が
組
し
た
こ
と
穏
便
な
ら
ず
と
し
て
、
知
盛
平

忠
度
が
攻
め
た
。
寺
の
僧
兵
も
一
千
入
、
甲
の
緒
を
縮
め
、
掻
楯
掻
き
、
逆
茂

木
引
い
て
対
戦
し
、
夜
に
入
り
て
平
面
が
火
を
放
っ
た
。
顕
密
須
曼
に
亡
び
て

伽
藍
更
に
跡
な
し
。
か
か
る
天
下
の
乱
れ
、
国
土
の
騒
ぎ
、
只
事
と
も
覚
え
ず

平
家
の
世
の
末
に
な
り
ぬ
る
先
賢
や
ら
ん
」
と
そ
結
ん
で
い
る
。
 
（
巻
四
・
三

井
寺
炎
上
）

 
抑
ぐ
良
源
が
天
台
座
主
に
な
っ
た
康
保
三
（
九
六
六
）
の
頃
の
叡
山
は
、
紀

綱
乱
れ
、
山
内
で
飲
酒
、
私
刑
が
行
は
れ
、
法
会
で
は
儀
式
よ
り
饗
応
が
主
と

な
り
、
大
金
を
投
じ
て
贅
沢
を
競
う
郵
書
の
風
が
著
し
く
、
一
部
の
僧
侶
は
た

だ
名
誉
の
み
を
求
め
、
学
問
、
修
業
に
真
剣
味
が
失
な
わ
れ
、
布
で
頭
を
包
み
、
，

刀
杖
を
腰
に
た
ば
さ
ん
だ
悪
僧
が
、
党
を
結
び
群
を
成
し
て
山
上
を
横
行
し

た
。
良
源
は
こ
れ
を
粛
清
し
た
が
、
叡
山
の
繁
栄
を
期
す
る
あ
ま
ヴ
、
荘
園
を

多
数
獲
得
し
ゆ
そ
の
た
め
叡
山
の
門
閥
化
、
世
俗
化
を
急
速
に
招
く
こ
ど
と
な

 
つ
た
。
教
団
の
世
俗
化
は
叡
山
に
動
揺
を
ひ
き
お
こ
し
、
山
内
が
慈
覚
大
師
系

 
「
（
山
門
派
）
と
、
智
証
大
師
系
（
後
に
山
を
下
り
三
井
の
園
城
寺
の
寺
門
派
）

と
に
対
立
抗
争
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
．
叡
山
に
入
山
し
て
仏
教
の
い
う
四
種
三

昧
は
修
行
で
き
ず
、
国
宝
と
な
っ
て
、
救
世
度
衆
生
も
不
可
能
で
あ
る
。
山
は

俗
界
で
あ
る
か
ら
、
山
を
出
る
こ
と
が
遁
世
で
あ
っ
だ
。
王
位
を
捨
て
た
釈
尊

の
如
く
、
虚
栄
の
俗
界
の
名
声
に
背
を
向
け
て
、
素
朴
な
求
菩
提
を
進
ん
だ
の

が
、
源
信
、
法
然
、
親
雪
、
増
賀
、
教
信
、
性
空
、
空
也
、
一
遍
、
日
蓮
等
で

あ
っ
た
。

 
巻
町
に
、
文
覚
と
申
す
は
、
渡
辺
の
遠
藤
左
近
の
将
監
茂
遠
が
子
に
、
遠
藤

武
者
盛
遠
と
て
、
上
西
門
院
の
衆
な
り
。
然
る
に
十
九
の
年
、
道
心
発
し
、
髪

切
り
」
と
あ
る
。
発
心
の
動
機
は
、
盛
衰
記
二
十
九
「
文
話
発
心
附
東
帰
節
女

事
」
に
、
袈
裟
と
い
う
恋
人
に
対
す
る
品
濃
と
い
う
武
士
と
の
恋
の
争
か
ら
、

窪
に
案
外
に
も
女
を
殺
害
し
た
悲
劇
か
ら
宗
教
的
決
断
を
し
て
、
転
向
し
て
真

言
僧
と
な
る
。
こ
れ
を
芥
川
龍
之
介
は
「
袈
裟
と
盛
遠
」
に
作
っ
て
い
る
。
そ

馳
の
後
那
智
に
千
日
籠
り
、
大
君
三
度
、
葛
城
二
度
、
高
野
、
粉
河
、
金
峯
山
、

立
山
、
富
士
の
嵩
、
伊
豆
、
箱
根
、
信
濃
戸
隠
、
出
羽
羽
黒
、
惣
じ
て
日
本
国

残
る
所
無
く
行
ひ
ま
わ
り
、
飛
ぶ
鳥
を
も
祈
り
落
す
程
の
や
い
ば
の
験
者
と
成

 
っ
て
京
都
へ
帰
っ
て
き
た
。
修
験
道
の
行
者
山
伏
は
山
武
士
で
も
あ
る
と
自
負

し
て
い
た
と
思
は
れ
る
。
仏
道
の
武
士
道
と
し
て
の
ひ
な
び
の
体
験
、
実
行
者

、
で
あ
る
。
こ
の
山
獄
縦
走
家
が
、
京
都
の
み
や
び
を
深
山
幽
谷
に
運
ん
だ
の
で
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あ
る
。

 
日
本
一
の
大
滝
を
背
景
に
、
大
聖
不
動
明
王
の
乗
り
う
つ
っ
た
剛
情
我
慢
の

傑
僧
文
覚
が
ハ
肝
胆
を
砕
い
て
修
行
す
る
姿
は
、
凄
愴
、
勇
壮
で
あ
る
。
運
慶

の
彫
刻
を
思
は
せ
る
。
か
か
る
あ
ら
び
飛
躍
が
無
か
っ
た
ら
申
世
の
歴
史
は
展

開
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
源
信
、
法
然
等
の
聖
は
菩
薩
で
あ
る
。
菩
薩
と
は

利
他
的
創
造
精
神
の
英
雄
で
あ
る
。
そ
の
行
動
様
式
に
は
、
政
治
、
陰
謀
、

陰
謀
型
。
西
行
、
空
也
、
一
遍
の
如
き
漂
泊
型
。
行
賀
、
教
信
、
長
明
明
恵

の
如
き
隠
棲
型
。
法
然
、
親
驚
の
如
き
専
修
念
仏
型
が
あ
る
。
共
通
性
は
超

俗
的
に
王
朝
的
の
み
や
び
の
感
傷
的
あ
は
れ
を
解
脱
し
、
感
傷
の
あ
は
れ
が

慈
悲
の
あ
は
れ
に
転
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
中
世
が
生
ん
だ
古
典
的
人

間
で
あ
る
。
帰
洛
し
た
文
覚
は
、
法
皇
庁
に
出
頭
し
、
高
尾
の
神
護
寺
の
修
造

を
、
暴
力
に
よ
っ
て
勧
進
を
強
請
し
た
簾
で
、
禁
獄
さ
れ
、
更
に
伊
豆
へ
遠
流

さ
れ
た
。
途
中
の
海
上
で
暴
風
に
遭
う
た
が
、
龍
神
の
加
護
で
難
を
の
が
れ

た
。
伊
豆
で
は
頼
朝
に
父
義
朝
の
膿
骸
を
示
し
、
後
白
河
院
か
ら
賜
っ
た
平
氏

討
伐
の
院
宣
を
渡
し
、
挙
兵
を
勧
め
実
現
さ
せ
た
類
上
る
ス
ケ
ー
ル
の
巨
大
の

黒
衣
の
策
動
家
で
あ
る
。
文
覚
は
一
度
目
は
、
法
性
寺
強
訴
に
よ
っ
て
伊
豆
へ

（
平
家
物
語
巻
五
）
。
二
度
目
は
、
佐
渡
へ
（
東
寺
長
者
補
任
）
。
三
度
目
は

対
島
へ
（
延
慶
本
平
家
物
語
）
と
計
三
回
流
罪
さ
れ
て
い
る
。
弟
子
は
蝦
蟹
は

 
故
上
人
御
房
（
文
覚
）
は
命
を
捨
て
さ
せ
給
ひ
て
、
後
白
河
法
皇
に
参
り
て

 
高
雄
興
隆
の
こ
と
申
さ
せ
給
ひ
候
ひ
し
に
も
、
始
終
た
が
は
ず
道
理
を
通
さ

 
ん
と
て
、
伊
豆
の
国
に
配
流
候
ひ
き
。
さ
て
、
そ
の
道
理
通
り
候
ふ
し
る
し

 
に
は
、
東
寺
、
高
雄
の
礎
か
く
な
さ
れ
候
ひ
に
き
。
そ
の
後
佐
渡
の
国
配
流

 
次
に
対
島
国
に
配
流
、
終
り
に
鎮
西
に
御
逝
去
。
鎮
西
配
流
の
た
び
は
、
法

 
師
ば
ら
逃
げ
帰
り
候
間
、
御
房
達
御
輿
を
か
き
、
馬
に
付
し
て
草
を
刈
り
荷

日
本
文
芸
史
論
 
み
や
び
と
ひ
な
び

 
を
持
ち
、
鎮
西
に
於
い
て
は
朝
に
遠
山
に
入
り
て
薪
を
、
夕
に
は
も
ち
つ
れ

 
て
冬
か
へ
ら
せ
給
ふ
を
ば
、
見
る
鄭
重
随
喜
し
給
ひ
け
り
。
（
神
護
寺
文
書
）

と
覆
し
て
い
る
。
神
護
寺
の
川
向
ひ
の
高
山
寺
華
厳
宗
を
復
興
し
た
一
生
不
犯

の
聖
僧
明
恵
上
人
は
、
、
文
覚
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
。
若
き
日
直
に
狂
っ
て
女
を

殺
害
し
た
文
覚
は
、
や
が
て
後
白
河
院
、
頼
朝
と
い
う
巨
人
を
操
っ
て
歴
史
を

転
回
さ
せ
た
。
人
間
の
可
能
性
を
自
由
に
活
動
さ
せ
る
仏
道
の
摩
詞
不
可
思
議

で
あ
る
。

 
そ
の
他
平
家
物
語
に
出
場
す
る
僧
侶
に
は
、
慈
慧
僧
正
（
七
六
）
、
良
肪
（

物
質
）
、
湛
豪
（
三
十
一
）
、
土
佐
房
（
巻
十
二
）
、
弁
慶
（
巻
十
二
）
、
法

然
（
巻
十
、
巻
十
一
、
盛
衰
記
三
十
九
重
衡
請
法
然
房
事
）
が
あ
る
。
平
家
物

語
は
未
知
的
な
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
拝
情
性
を
加
味
し
て
い
る
の
は
、
音
楽
を

重
ん
ず
る
法
然
の
浄
土
教
が
世
界
観
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
因
で
あ

る
。
法
然
の
浄
土
教
と
平
家
物
語
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
氏
の
詳
し
い
研
究

 
 
 
 
 
 
②

が
成
さ
れ
て
い
る
。
法
然
は
下
層
庶
民
、
罪
重
き
人
々
の
済
度
に
尽
力
し
た
。

上
船
菩
提
、
下
化
衆
生
、
往
相
即
還
相
の
実
行
者
で
あ
っ
た
高
僧
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
即
ち
辺
土
の
群
類
に
仏
教
美
で
教
化
し
た
、
ひ
な
び
と
み
や
び
を
調
和

し
た
こ
と
で
あ
る
。
乱
世
の
あ
ら
び
心
を
柔
和
忍
辱
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
端
的
に
証
す
る
こ
と
は
、
承
元
元
年
七
十
五
才
土
佐
に
流
罪
の
時
に
、

 
流
刑
さ
ら
に
う
ら
み
と
す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
齢
す
で
に
八
七
に
せ

 
ま
り
ぬ
。
，
た
と
ひ
師
弟
お
な
じ
み
や
こ
に
住
す
と
も
、
娑
婆
の
離
別
は
ち
か

 
き
に
あ
る
べ
し
。
た
と
ひ
山
海
を
へ
だ
っ
と
も
、
浄
土
の
再
会
、
な
ん
ぞ
う

 
た
が
は
ん
。
襲
い
と
ふ
と
い
へ
ど
も
、
存
す
る
は
人
の
身
な
り
。
お
し
む
と

 
い
へ
ど
も
、
死
す
る
人
の
い
の
ち
な
り
。
な
ん
ぞ
し
か
な
ら
ず
し
も
、
と
こ

 
ろ
に
よ
ら
ん
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
念
仏
の
興
行
に
し
て
年
ひ
さ
し
。
辺
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鄙
に
お
も
む
き
て
、
田
夫
野
人
を
す
㌧
め
ん
こ
と
、
本
来
の
本
意
な
り
。
し
か

れ
ど
も
、
着
い
た
ら
ず
し
て
、
素
意
い
ま
だ
は
た
さ
ず
。
い
ま
事
の
縁
に
よ
り

て
、
年
来
の
本
意
を
と
ぐ
る
事
、
す
こ
ぶ
る
朝
意
と
も
い
ふ
べ
し
。
此
の
法
の

弘
通
は
、
人
と
ど
め
ん
と
す
と
も
、
法
さ
ら
に
と
ど
ま
る
べ
か
ら
ず
云
々
（
都
門

法
然
筆
入
全
集
）
と
い
の
．
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
戦
場
に
露
命
を
賭
け
人
の
命
を

・
殺
す
罪
業
重
き
武
士
、
山
野
に
伏
し
馬
を
馳
せ
る
武
士
、
生
き
る
糧
を
求
め
て

奔
走
す
る
民
百
姓
に
は
、
道
長
の
法
成
寺
や
頼
通
の
平
等
院
の
如
き
華
麗
な
金

堂
を
建
立
す
る
資
材
も
な
く
、
仏
陀
を
観
念
す
る
閑
日
月
も
無
い
。
こ
れ
ら
衆

生
の
渥
黎
は
、
撰
択
本
願
の
唯
灘
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。

 
盛
衰
記
巻
三
十
九
に
は
、
南
都
を
焼
い
た
極
悪
の
重
衡
を
、
臨
終
に
招
か
れ

た
法
然
は
、

 
一
声
称
念
罪
皆
除
と
釈
し
て
、
一
声
も
彌
陀
を
至
れ
ば
、
過
現
の
罪
皆
の
ぞ

 
か
る
。
故
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
一
念
の
問
に
、
よ
く
八
十
億
劫
之
生
死
の

 
罪
を
滅
す
、
凋
て
も
憾
む
べ
き
は
五
劫
恩
惟
の
本
願
、
念
じ
て
も
念
ず
べ
き

 
は
、
此
彌
陀
の
名
説
也
。
行
住
坐
臥
を
嫌
ね
ば
、
四
儀
の
称
念
に
得
な
く
、

 
節
所
諸
縁
を
論
ぜ
ね
ば
、
散
乱
の
衆
生
に
檬
あ
り
、
下
品
下
生
の
五
選
の
人

 
と
称
し
て
、
己
に
遂
二
往
生
一
、
末
代
末
世
の
重
罪
の
輩
も
、
唱
へ
ば
必
可
・

 
預
二
来
迎
一
、
是
を
他
力
の
本
願
と
名
。

引
導
説
法
し
て
い
る
。
こ
れ
は
平
家
物
語
で
は
緊
結
戒
文
に
、
法
然
の
九
巻
伝

で
は
巻
二
の
上
に
語
ら
れ
て
い
る
。

 
後
白
河
法
皇
は
、
藤
原
政
権
に
よ
る
律
令
政
治
と
、
武
士
、
庶
民
の
活
動
し

始
め
た
院
政
時
代
の
交
替
期
に
、
間
色
で
保
護
色
さ
せ
ら
れ
三
十
余
年
の
長
き

に
亘
り
、
院
政
の
座
を
守
り
っ
づ
け
た
老
檜
無
比
な
怪
物
で
あ
る
。
武
力
を
用

い
ず
し
て
、
清
盛
、
頼
朝
と
い
う
大
将
軍
を
自
由
に
操
縦
し
た
力
は
、
天
皇
と

法
皇
、
神
と
仏
の
現
し
身
で
あ
る
の
か
、
歴
史
的
環
境
か
、
個
性
か
。
こ
れ
ち

の
総
合
で
あ
る
。
曖
昧
善
柔
。
新
古
今
に
竺
春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
へ
し
て

嶺
に
わ
か
る
る
横
雲
の
空
。
と
あ
る
。
夢
の
浮
橋
は
中
世
美
の
象
徴
で
あ
り
、

新
古
今
集
美
の
象
徴
で
あ
り
、
後
白
河
法
皇
の
人
格
で
あ
り
、
文
楽
の
黒
子
の

如
き
処
世
態
度
で
あ
っ
た
。
白
河
、
鳥
羽
、
後
白
河
、
後
鳥
羽
と
続
い
た
院
政

は
、
保
守
と
改
新
、
皇
室
と
藤
原
貴
族
と
源
平
武
士
、
み
や
び
と
ひ
な
び
の
ど

っ
ち
つ
か
ぬ
過
渡
期
で
あ
っ
だ
か
ら
、
後
白
河
法
皇
の
如
き
、
保
守
と
改
新
性

を
兼
備
し
た
夢
の
浮
橋
的
人
物
が
、
政
治
や
文
化
を
牛
耳
る
に
は
適
任
で
あ
っ

・
た
。
彼
は
平
治
の
乱
が
終
っ
て
、
平
氏
が
権
勢
を
執
っ
た
平
治
元
年
に
法
皇
位

に
即
き
、
平
家
物
語
巻
十
二
に
、
「
平
家
の
子
孫
は
長
く
絶
え
に
け
り
」
 
（
六

代
斬
ら
れ
）
と
語
ち
れ
た
文
治
九
年
六
六
才
で
姿
を
消
し
て
い
る
。
こ
の
年
法

然
の
「
選
釈
本
願
念
仏
集
」
が
成
り
、
新
古
今
を
勅
撰
し
た
後
鳥
羽
院
が
法
皇

位
に
即
い
た
。
後
白
河
法
皇
は
清
盛
を
大
将
軍
と
す
る
平
家
一
門
と
共
に
、
中

世
と
い
う
夢
の
浮
橋
に
諸
聖
を
ワ
キ
僧
と
し
て
、
演
劇
し
た
巨
人
で
あ
っ
た
。

 
後
白
河
院
の
懸
命
に
保
守
し
た
も
の
は
、
和
歌
中
心
の
女
性
的
な
、
皇
室
の

権
威
・
文
化
で
あ
っ
た
。
認
み
や
び
と
は
、
ひ
な
び
、
あ
ら
び
、
さ
と
び
な
地

方
的
武
士
法
文
化
で
あ
っ
た
。
桓
武
平
家
と
清
和
源
氏
は
、
み
や
び
と
ひ
な
び

の
閲
を
右
往
左
往
し
て
、
今
昔
物
語
の
内
容
の
如
き
復
雑
な
文
化
を
形
成
し

た
。
後
白
河
法
皇
も
源
氏
平
家
と
政
治
的
に
妥
協
し
つ
つ
、
右
し
長
し
調
和
あ

る
文
化
を
創
造
し
た
。
そ
の
底
ま
で
し
み
こ
ん
で
い
る
も
の
は
仏
教
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
彼
の
編
纂
し
た
「
梁
塵
秘
抄
」
で
あ
る
。
彼
の
「
梁
塵
秘
抄
口
伝

抄
」
に
、

 
上
達
部
殿
上
人
は
い
は
ず
、
京
の
男
女
、
所
々
の
た
し
た
も
の
、
雑
仕
、
江

 
口
、
神
崎
の
あ
そ
び
、
国
々
の
く
ぐ
つ
、
上
手
は
い
は
ず
、
今
様
を
う
た
ふ
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者
の
き
き
お
よ
び
、
わ
れ
が
つ
け
て
歌
は
ぬ
者
は
す
く
な
く
や
あ
ら
む

と
あ
る
。
六
条
橋
下
に
住
み
な
が
ら
、
貴
紳
の
邸
宅
に
参
入
し
て
舞
い
唄
い
、

つ
い
に
は
寵
愛
さ
れ
て
孕
む
。
か
か
る
愛
楽
素
乱
の
中
に
、
今
様
は
浸
透
踊
漫

'
し
、
宴
遊
に
欠
か
せ
な
い
な
っ
た
ば
か
り
か
、
後
白
河
院
は
、
こ
の
歌
唱
の
妙

技
を
、
「
讃
佛
乗
の
因
」
と
ま
で
考
え
、
子
弟
に
伝
え
継
ぐ
べ
き
芸
術
的
感
動

を
も
っ
た
。
一
天
万
乗
の
天
子
が
、
最
下
属
の
女
に
、
師
弟
の
礼
を
厚
く
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
⑧

今
様
を
習
っ
て
い
る
。
後
白
河
院
が
、
山
田
孝
雄
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
今
様
の

天
才
と
し
て
愛
し
た
尊
墨
時
は
出
家
し
て
法
名
を
生
仏
と
称
し
信
濃
前
司
生
長

と
協
力
し
て
平
曲
を
か
い
た
と
す
れ
ば
田
舎
で
芽
生
え
て
都
で
育
っ
た
今
様
曲

節
が
、
宮
廷
貴
族
の
優
雅
な
美
意
識
に
洗
練
さ
れ
、
更
に
平
曲
と
化
っ
て
、
全

国
の
田
舎
に
謡
は
れ
て
、
末
長
く
庶
民
を
教
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
王
朝
の

文
化
は
、
女
性
文
化
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
武
士
の
威
張
る
中
世
に
承
継
い
で

い
る
の
が
、
新
女
性
美
ど
も
い
う
べ
き
、
白
拍
子
の
今
様
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
お

．
は
近
世
庶
民
演
劇
で
あ
る
浄
瑠
璃
や
お
国
歌
舞
伎
ま
で
水
脈
を
引
い
て
い
る
。

若
月
保
治
の
「
人
形
浄
認
璃
史
」
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
に
浄
瑠
璃
を
詠
っ
た
の

も
、
平
曲
の
琵
琶
法
師
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
女
人
の
文
化
的
擾
頭
姑
、
天

台
本
覚
論
に
お
け
る
平
等
観
の
布
及
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
天
台
宗
の
帰
依
宝

典
法
華
経
が
、
古
代
王
朝
の
絶
大
な
信
受
を
え
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
女
人
解
脱

を
説
く
経
典
で
あ
る
こ
と
が
、
宮
廷
や
貴
族
の
女
性
達
に
圧
倒
的
に
悦
び
迎
え

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
世
以
後
の
在
家
庶
民
仏
教
で
あ
る
法
然
・
親
鷺
教
は

女
人
や
罪
深
下
墨
民
の
済
度
を
本
願
と
し
た
。

 
芸
術
作
品
は
、
諸
次
元
に
お
い
て
対
立
す
る
両
極
的
契
機
の
調
和
的
統
一
を

も
っ
て
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
完
結
し
た
世
界
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

か
な
ら
ず
し
も
つ
ね
に
純
粋
に
美
的
な
動
機
か
ら
発
し
て
、
純
美
的
効
果
を
現

日
本
文
芸
史
論
 
み
や
び
と
ひ
な
び

す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
し
ば
し
ば
美
的
以
外
の
意
味
方
面
に
お
い
て
、
人
生
と
社

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

会
に
対
す
る
実
存
的
機
能
を
発
揮
す
る
。

 
叙
事
詩
平
家
物
語
の
英
雄
を
語
っ
て
、
平
清
盛
と
後
 
日
河
法
皇
を
除
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
二
人
共
円
頂
、
衣
、
手
に
数
珠
を
つ
ま
ぐ
っ
て
い
る
が
、
出
家

入
道
の
難
な
く
、
清
盛
に
お
い
て
は
、
五
逆
罪
を
犯
し
た
無
事
無
漸
の
俗
悪
人

で
あ
る
。
殿
上
の
交
を
だ
に
嫌
は
れ
し
人
清
盛
が
、
太
政
大
臣
に
へ
あ
が
り
、

桜
花
の
欄
漫
た
る
が
如
く
｝
家
繁
栄
し
た
こ
と
は
、
平
家
物
語
の
巻
一
か
ら
巻

二
ま
で
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
風
の
前
の
塵
の
如
く
滅
亡
し
た
の
は
、
清

盛
が
楽
し
み
を
極
め
、
民
間
の
憂
れ
る
門
を
知
ら
ざ
り
し
、
次
の
如
き
悪
逆
無

道
の
余
襖
で
あ
る
。

 
1
 
清
盛
は
自
己
の
権
威
に
対
抗
す
る
勢
力
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
十

 
 
五
、
六
歳
の
童
児
三
百
人
を
密
偵
に
仕
立
て
、
恐
怖
政
治
を
敷
い
た
。
 
（

 
 
禿
髪
）

 
2
 
清
盛
は
好
色
で
繋
念
に
あ
き
っ
ぼ
く
、
祇
王
国
女
の
よ
う
な
白
拍
子
を

 
 
愛
し
、
都
合
次
第
に
次
々
に
捨
て
て
行
っ
た
。
 
（
祇
王
）

 
3
 
孫
の
資
盛
が
摂
政
夢
話
の
車
と
す
れ
違
っ
た
時
、
下
馬
の
礼
を
と
ら
な

 
 
か
っ
た
と
な
じ
ら
れ
た
が
、
清
盛
は
こ
れ
を
怨
み
、
武
力
を
背
景
に
後
日

 
・
基
房
に
意
趣
返
し
を
さ
せ
た
。
 
（
殿
上
の
乗
合
）

 
4
 
鹿
ケ
谷
に
お
い
て
平
家
倒
討
の
密
議
を
知
っ
た
清
盛
は
、
一
味
を
捕
縛

 
 
し
、
．
酷
烈
な
処
断
を
し
た
。
 
（
鹿
谷
）

 
5
 
重
盛
の
死
後
、
清
盛
は
横
暴
さ
を
一
段
と
強
め
、
気
に
く
わ
ぬ
公
卿
を

 
 
罷
免
し
、
後
白
河
法
皇
を
鳥
羽
殿
に
軟
禁
し
た
。
 
（
法
皇
舌
早
）

 
6
 
清
盛
は
政
暑
に
よ
っ
て
、
身
内
の
子
女
を
宮
廷
に
入
れ
。
わ
け
て
も
高

 
 
倉
天
皇
妃
と
な
っ
た
娘
の
徳
子
に
皇
子
（
安
徳
天
皇
）
が
生
る
る
や
、
天
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淫
心
視
と
し
て
権
勢
の
極
に
達
し
た
。
高
倉
天
皇
が
徳
子
以
外
の
女
性
と

 
 
交
渉
を
持
つ
こ
と
に
、
一
々
千
塗
し
、
こ
の
為
小
雨
の
如
き
は
追
放
の
憂

 
 
き
目
に
あ
っ
た
。
 
（
御
産
・
小
督
）

 
7
 
伝
統
あ
る
京
都
を
捨
て
て
、
福
原
に
都
を
移
す
こ
と
を
決
め
、
こ
れ
を

 
 
強
行
し
た
。

 
8
 
南
都
の
僧
が
服
従
し
な
い
為
、
重
衝
を
派
遣
し
て
由
緒
深
い
東
大
．
興

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

 
．
福
両
寺
を
焼
き
払
っ
た
。
 
（
奈
良
炎
上
）

 
清
盛
が
出
家
の
動
機
は
、
減
罪
の
為
で
は
な
い
。
そ
れ
は
剃
髪
後
次
々
に
俗

界
の
野
望
を
満
た
し
悪
逆
を
増
長
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
、
社
会
の
風
習
に
従

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ

い
、
社
会
を
だ
ま
し
悪
事
を
行
う
に
好
都
合
の
為
の
偽
装
と
し
て
の
円
頂
縞
衣

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
平
家
物
語
巻
二
の
重
盛
「
教
訓
」
の
条
の

 
さ
す
が
子
な
が
ら
も
、
内
に
五
戒
を
保
っ
て
慈
悲
を
先
と
し
、
外
に
は
五
常

 
を
乱
ら
ず
、
礼
儀
を
正
し
う
し
給
ふ
人
な
れ
ば
、
あ
の
姿
に
腹
巻
を
著
て
向

 
は
ん
事
、
さ
す
が
面
は
ゆ
う
辱
し
う
や
思
は
れ
け
ん
、
障
子
を
少
し
引
き
立

 
て
て
、
腹
巻
の
上
に
、
素
絹
の
衣
を
あ
わ
て
著
に
著
給
ひ
た
り
け
る
が
、
胸

 
板
の
金
物
の
、
少
し
は
つ
れ
て
見
え
け
る
を
v
か
く
さ
う
と
、
頻
に
衣
の
胸

 
を
引
き
違
へ
く
そ
し
給
へ
け
る
。

が
証
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
些
か
の
慈
悲
行
を
し
、
行
は
ん
と
す
る
志
も
あ
っ

た
ろ
う
が
、
何
分
に
は
深
い
信
仰
が
な
く
、
煩
悩
熾
盛
に
し
て
愛
欲
の
広
海
に

沈
没
し
、
名
利
の
遙
山
に
ふ
み
こ
ん
だ
男
に
は
、
崇
高
な
菩
提
心
を
貫
き
通
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
只
彼
が
一
門
の
栄
福
を
感
謝
し
、
同
時
に
来
世
の
罫

書
を
祈
る
為
に
、
厳
島
の
宝
蔵
に
納
め
た
厳
島
経
巻
は
、
優
美
旦
仏
陀
に
絶
対

帰
依
す
る
尊
厳
が
現
れ
て
い
て
崇
高
で
あ
る
。
一
門
三
十
二
人
、
各
一
品
一
巻

宛
、
こ
れ
を
書
写
し
た
と
あ
る
。
（
願
文
）
卸
ち
「
怯
華
経
」
二
十
八
品
、
「

無
量
義
」
、
「
観
普
賢
」
、
「
阿
弥
陀
」
、
「
般
若
心
」
等
の
経
各
一
巻
、
こ

れ
に
清
盛
自
筆
の
願
文
一
巻
を
添
え
て
い
る
。
料
紙
は
金
銀
の
切
箔
、
砂
子
を

散
ら
し
て
、
青
、
紫
、
紅
、
緑
等
の
色
彩
を
施
し
、
装
飾
の
模
様
も
、
い
ち
い

ち
そ
の
趣
向
を
改
め
て
、
額
籏
の
金
物
か
ら
、
直
営
飾
紐
の
類
に
至
る
ま
で
、

・
実
に
善
美
を
尽
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
優
美
と
崇
高
は
、
感
性
と
理
性
、
自

然
的
傾
向
と
道
徳
的
義
務
、
美
乏
善
の
調
和
で
あ
っ
て
、
王
朝
の
み
や
び
を
承

け
て
、
中
世
の
ひ
な
び
に
接
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
天
台
教
学
の
所

謂
中
道
で
あ
っ
て
、
世
が
平
和
で
あ
れ
ば
、
清
盛
は
こ
れ
を
歴
史
的
現
実
と
し

た
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
果
さ
れ
ぎ
り
し
理
想
を
、
芸
術
的
形
象
と
し

た
の
が
厳
島
経
巻
で
あ
る
。
民
族
は
民
族
の
英
雄
を
讃
美
し
、
理
想
的
英
雄
を

相
像
し
、
こ
れ
を
神
格
化
し
て
詩
を
作
る
。
こ
れ
が
叙
事
詩
で
あ
る
。
か
か
る

観
点
か
ら
平
家
物
語
巻
六
に
、
「
清
盛
公
は
只
人
に
は
あ
ら
ず
、
慈
恵
僧
正
の

化
身
な
り
。
」
が
肯
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
大
和
、
紀
州
、
京
都
に
局

ら
れ
が
ち
な
る
み
や
び
の
文
化
が
、
藤
原
氏
に
よ
る
平
泉
、
源
氏
に
よ
る
鎌
倉

文
化
、
平
清
盛
に
よ
る
厳
島
文
化
を
創
始
さ
れ
た
の
が
、
十
二
世
紀
で
あ
っ

た
。
・
旅
に
よ
る
み
や
び
と
ひ
な
び
の
交
流
が
盛
に
な
り
、
仏
教
の
教
義
、
芸
術

信
仰
が
、
熱
烈
に
田
舎
へ
移
植
さ
れ
た
つ
か
く
て
十
二
世
紀
を
主
と
し
た
旅
の

．
文
芸
を
筆
を
改
め
て
考
究
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

 
・
漂
泊
の
歌
人
西
行
 
西
行
出
家
の
動
機
は
、
平
家
が
忽
ち
に
栄
え
忽
ち
に
滅

亡
し
た
．
十
二
世
紀
大
悲
劇
社
会
人
と
し
て
の
衝
動
で
あ
っ
た
。
西
行
に
は
、
王

朝
の
み
や
び
を
造
っ
た
藤
原
氏
と
、
鎮
守
府
将
軍
と
し
て
み
ち
の
く
に
武
威
を
・

誇
っ
た
血
が
量
り
伝
っ
て
い
る
。
こ
の
男
は
、
う
た
う
べ
き
運
命
（
天
才
）
を

も
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
御
鳥
羽
院
口
伝
」
に
は
〃
生
得
の
歌
人
と
お
ぼ
ゆ
”

と
か
か
れ
て
あ
る
。
歌
人
と
は
現
実
を
分
し
現
実
の
背
後
、
底
に
あ
る
形
而
上
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の
も
の
を
観
じ
て
叫
ぶ
人
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
仏
と
霊
交
す
る
人
間
で
あ

る
。
西
行
は
天
才
的
仏
教
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
性
得
の
仏
教
人
で
あ
っ
た
。
出

家
す
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
。
西
行
の
名
も
浄
土
教
か
ら
得
た
法
名
即
歌
入
名
で

あ
る
。
十
二
世
紀
に
生
れ
た
の
も
生
得
の
自
然
で
あ
っ
た
。
仏
教
は
詩
学
で
あ

る
と
い
う
日
常
的
普
請
的
真
理
を
ふ
西
行
は
作
歌
と
生
活
で
実
証
し
た
。
京
都

東
山
の
西
行
の
旧
跡
に
草
庵
を
結
ん
で
文
中
元
年
入
寂
し
た
頓
所
は
、
西
行
を

私
淑
し
た
歌
人
で
あ
っ
だ
。
そ
の
著
「
井
蛙
抄
」
に
、

 
心
源
上
人
語
云
、
文
覚
上
人
は
西
行
を
に
く
ま
れ
け
り
。
其
故
は
遁
世
の
身

 
と
な
ら
ば
、
心
す
ぢ
に
仏
道
修
行
外
寸
・
・
可
二
他
事
一
。
数
奇
を
た
て
㌧
、
こ

 
こ
か
し
こ
に
う
そ
ぶ
き
あ
り
レ
条
、
に
く
き
法
師
也
。
い
つ
く
に
て
も
見
あ

 
ひ
た
ら
ば
、
か
し
ら
う
ち
わ
る
べ
き
よ
し
、
つ
ね
の
あ
ら
ま
し
に
て
あ
り
け

 
り
。

の
文
覚
が
、
高
尾
の
法
華
会
で
西
行
に
出
会
っ
て
、

 
あ
れ
は
文
覚
に
う
た
れ
ん
ず
る
物
の
つ
ら
や
う
か
、
文
覚
を
こ
そ
う
た
ん
ず

 
る
者
な
れ

と
、
そ
の
武
士
と
し
て
の
ひ
な
び
の
半
面
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
ひ
な
び
は
、

定
家
が
拉
鬼
斗
と
名
づ
け
た
美
で
あ
る
。
十
二
世
紀
世
相
人
心
を
客
観
的
に
諦

観
し
た
の
が
、
叙
事
詩
平
家
物
語
で
へ
主
観
的
に
諦
観
し
た
の
が
、
拝
情
詩
新

古
集
で
、
新
古
今
の
象
徴
が
西
行
で
あ
る
。
仏
教
は
時
間
も
空
間
も
虚
仮
不
実

と
説
き
㌧
こ
れ
を
出
家
と
、
旅
と
、
和
歌
と
、
草
庵
生
活
に
現
し
た
の
が
西
行

で
あ
っ
た
。
保
元
の
義
朝
が
生
は
不
定
死
は
絶
対
真
実
と
い
う
こ
と
が
、
保
元

、
・
平
治
・
平
家
物
詰
・
方
丈
記
に
現
実
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
十
二
世
紀
で
あ

っ
た
。
ヤ
ニ
世
紀
の
仏
教
的
偉
人
は
、
死
滅
者
の
自
覚
を
も
っ
て
、
真
実
に
充

実
し
た
生
命
を
生
き
た
。
歌
人
西
行
は
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
ペ
イ
タ
ー
は

日
本
文
芸
史
論
 
み
や
び
と
ひ
な
び

「
芸
術
の
精
神
を
も
つ
．
て
生
き
る
こ
と
が
、
最
も
充
実
し
た
生
き
方
で
あ
る
」

と
い
っ
た
。
花
は
散
る
故
に
美
し
い
。
人
は
死
す
る
が
故
に
美
し
い
。
ゲ
ー
テ

は
、
人
は
臨
終
が
最
も
美
し
い
と
い
っ
た
。
鳥
の
死
せ
ん
と
す
る
や
そ
の
声
よ

し
。
忠
度
の
辞
世
は
、

 
行
き
く
れ
て
 
木
の
下
陰
を
 
宿
と
せ
ば
 
花
や
今
脊
の
 
主
な
ら
ま
し

で
あ
っ
た
。
西
行
は

 
願
は
く
は
・
花
の
も
と
に
て
 
春
死
な
む
 
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
 
望
月
の
こ

 
ろ

釈
尊
浬
藁
（
入
寂
）
の
日
は
、
二
月
十
五
日
で
あ
る
。
仏
徒
は
こ
の
日
動
盤
会

を
行
う
つ
こ
れ
は
念
死
の
歌
で
あ
る
。
念
死
と
は
絶
対
死
滅
者
の
自
覚
で
あ

る
。
こ
の
歌
は
自
然
の
美
に
浸
る
幽
玄
な
宗
教
的
信
念
で
あ
る
。

 
西
行
は
死
滅
の
時
の
美
し
さ
を
た
の
し
く
喜
し
く
期
待
し
、
ほ
ろ
び
の
美
し

さ
を
日
本
人
ら
し
く
欄
漫
た
る
桜
花
に
想
像
し
た
の
で
あ
る
。
西
行
自
ら
の
運

命
の
象
徴
で
あ
る
と
共
に
、
総
べ
て
の
人
間
の
宿
業
の
象
徴
で
あ
る
。
西
行
は

仏
道
即
歌
道
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
井
蛙
抄
」
が
「
数
奇
を
た
て
る
」
と
い
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
詳
し
く
「
西
行
上
人
談
抄
」
に
、
'

 
な
ほ
な
ほ
行
住
座
臥
に
、
心
を
歌
に
な
す
べ
し
と
侍
り
。
昔
（
西
行
上
人
云

 
和
歌
は
常
に
心
す
む
故
に
、
悪
念
な
く
て
、
後
世
を
思
ふ
も
、
そ
の
心
を
す

 
す
む
る
な
り
と
い
は
れ
し
、
此
事
、
実
な
り
。
齢
満
六
十
に
て
、
余
命
な
し

 
と
思
ひ
て
、
世
を
暴
れ
て
、
一
向
浄
土
を
求
む
る
に
、
和
歌
好
み
し
心
に
て

 
道
心
を
好
め
ば
、
'
ま
こ
と
に
心
散
ら
ず
、
や
す
か
り
け
る
。

と
あ
る
。
浄
土
欣
求
の
止
観
的
な
至
誠
心
、
深
雪
、
直
行
発
願
心
、
一
心
、
丁

霊
、
相
続
心
、
別
言
す
れ
ば
西
行
の
い
う
祈
り
、
執
心
、
所
謂
純
粋
精
神
が
、

彼
の
作
歌
態
度
（
も
と
の
志
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
．
道
が
彼
の
花
の
生
涯
で
あ
，
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日
本
文
芸
史
論
 
み
や
び
と
ひ
な
び

つ
た
。
無
住
（
＝
一
二
六
1
＝
二
一
二
）
の
「
沙
石
集
」
に
、

 
西
行
法
師
遁
世
の
後
、
天
台
、
墓
言
の
大
事
を
伝
へ
て
侍
り
け
る
を
、
吉
水

 
の
慈
鎮
和
尚
伝
ふ
べ
き
由
、
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
，
先
づ
和
歌
を
御
稽
古
候
へ

 
和
歌
を
御
心
得
な
く
ば
、
真
言
の
大
事
は
御
得
候
は
じ
。

「
明
恵
上
人
伝
記
」
に
は
、

 
西
行
法
師
常
に
来
り
て
物
語
し
て
響
く
、
こ
の
歌
即
ち
こ
れ
如
来
の
真
の
形

 
体
な
り
。
さ
れ
ば
一
首
よ
み
出
で
て
は
一
体
の
仏
像
を
造
る
思
ひ
を
な
し
、

 
一
句
を
思
ひ
つ
ゴ
け
て
は
、
秘
密
の
真
言
を
唱
ふ
る
に
同
じ
。

と
あ
る
。
真
言
と
は
真
実
絶
対
の
こ
と
拭
で
あ
る
。
南
無
遍
照
金
言
、
南
無
阿

弥
陀
仏
で
あ
る
。
吾
妻
書
巻
五
文
治
二
年
八
月
十
五
日
の
条
に
、
鎌
倉
に
頼
朝

に
引
見
さ
れ
て
歌
道
と
弓
馬
の
事
の
質
問
を
受
け
た
時
、
西
行
は
弓
馬
の
事
は

罪
業
の
因
た
る
に
依
り
、
心
底
に
留
め
残
さ
ず
、
詠
歌
は
花
月
に
対
し
感
動
の

折
節
僅
に
三
十
一
字
を
作
る
細
蟹
。
と
答
へ
、
退
出
に
際
し
頼
朝
が
く
れ
た
銀

作
の
猫
を
門
前
の
小
児
に
惜
し
げ
な
く
与
へ
て
去
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
超
俗
の

風
格
を
伝
え
て
い
る
。
彼
の
次
の
歌
は
、

 
う
き
世
に
は
と
ど
め
お
か
じ
と
 
春
風
の
 
散
ら
す
は
 
花
を
惜
し
む
な
り

 
け
れ
（
山
家
集
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
唱
 
 
，

こ
の
歌
は
生
を
敬
愛
す
る
が
故
に
、
死
（
ほ
ろ
び
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。
生
存

の
価
値
を
与
え
る
も
の
は
、
死
で
あ
る
。
表
土
を
厭
離
し
て
欣
求
す
る
浄
土
に

往
生
す
べ
き
為
の
、
有
限
の
生
命
で
あ
る
と
西
行
は
歌
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

死
の
為
の
生
で
あ
る
。
新
古
今
を
愛
し
だ
宣
長
は
、
予
て
墓
地
を
定
め
て
、

 
山
む
う
に
 
千
年
の
春
の
 
や
ど
し
め
て
 
風
に
し
ら
れ
ぬ
 
花
を
こ
そ
見

 
め

 
今
よ
り
は
 
は
か
な
き
身
と
は
 
な
げ
か
じ
な
 
千
代
の
住
か
と
 
も
と
め

 
え
つ
れ
ば

と
歌
っ
て
い
る
。
無
常
の
な
い
浬
溶
岩
に
安
住
し
て
い
る
。
二
人
と
も
生
と
死

を
、
生
死
即
渥
盤
と
歌
道
で
信
楽
し
て
い
る
。
こ
こ
の
歌
の
二
人
の
表
現
の
相

違
に
つ
い
て
、
拙
論
親
鷺
と
宣
長
一
近
世
丈
芸
に
お
け
る
中
世
的
伝
統
、
に

の
べ
た
の
で
、
こ
こ
に
は
省
回
す
る
。

 
西
行
は
地
位
名
分
を
捨
て
、
妻
子
と
別
れ
、
一
所
不
住
、
風
に
散
る
花
の
如

く
、
止
る
こ
と
な
き
時
間
と
共
に
、
行
雲
、
流
水
、
一
物
も
無
き
天
衣
無
縫
漂

泊
の
歌
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
古
典
的
人
間
と
し
て
の
価
値
が
十
分
あ

る
。
西
行
を
生
ん
だ
の
は
、
淡
白
な
国
民
性
と
仏
教
の
空
の
信
念
で
あ
る
。
西

行
を
模
倣
す
る
者
は
、
尊
敬
等
中
世
の
連
歌
人
、
芭
蕉
等
の
近
世
俳
人
等
、
人

間
に
移
動
の
本
能
が
あ
る
限
り
、
連
綿
と
永
遠
に
続
く
で
あ
ろ
う
。
平
曲
の
盲

僧
、
霊
場
巡
歴
、
廻
国
の
聖
達
も
、
そ
の
申
に
混
っ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
廻
国
者
が
レ
称
名
念
仏
し
つ
つ
旅
し
た
如
く
西
行
は
和
歌
を
詠
じ

つ
つ
西
方
浄
土
に
往
生
し
た
。
孤
独
と
無
常
を
厭
黒
し
つ
つ
浄
土
に
往
生
し

た
。 

王
朝
の
、
花
の
如
き
享
楽
文
化
の
行
き
詰
っ
た
中
世
は
、
そ
の
打
開
の
道
を

根
本
的
な
も
の
、
野
武
士
的
な
も
の
に
求
め
た
。
記
紀
神
話
、
万
葉
、
源
氏
物

語
の
回
顧
、
本
覚
論
に
よ
る
仏
教
の
新
興
、
神
仏
を
習
合
し
た
神
道
哲
学
の
創

業
、
俊
成
、
定
家
、
西
行
を
代
表
と
す
る
仏
道
と
和
歌
の
合
一
、
武
士
道
の
芽

ば
え
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
影
響
で
美
意
識
が
変
化
し
た
。
西
行
は
み
や
び
を

運
ん
で
辺
土
の
群
萌
と
化
し
た
。
そ
め
時
王
朝
の
優
雅
な
女
牲
的
も
の
の
あ
は

れ
は
僧
侶
的
崇
高
の
あ
は
れ
に
変
質
し
た
。
そ
れ
は
還
相
廻
向
、
従
果
向
因
、

下
化
衆
生
の
あ
は
れ
、
崇
高
な
あ
は
れ
で
あ
り
、
定
家
の
有
心
、
俊
成
の
幽
玄

の
一
面
で
あ
っ
た
。
も
一
つ
の
往
相
廻
向
、
従
歯
向
果
、
上
橋
菩
提
の
崇
高
な
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あ
は
れ
、
有
心
、
幽
玄
も
同
時
に
存
在
し
た
。
又
、
女
性
的
な
あ
は
れ
、
有
心

幽
玄
も
依
然
存
在
し
た
。
申
世
は
こ
れ
ら
諸
流
の
美
が
混
合
、
交
替
期
で
、
西

行
は
そ
の
具
体
者
で
あ
っ
た
。
源
氏
物
語
の
中
世
的
行
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

身
心
を
放
下
し
た
空
の
実
践
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
も
の
の
あ
は
れ

の
二
面
性
は
、
源
流
源
氏
物
語
に
兼
備
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
西
行
の
名

は
平
家
物
語
に
は
語
ら
れ
て
な
い
。
十
二
世
紀
美
の
集
大
成
で
あ
る
新
古
今
集

に
は
、
作
者
と
し
て
最
多
数
の
九
十
首
の
っ
て
い
る
か
ら
、
西
行
を
研
究
す
る

も
の
は
、
新
古
今
集
を
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 
武
蔵
坊
弁
慶
 
日
本
文
化
史
に
お
い
て
、
み
や
び
と
ひ
な
び
の
対
立
交
流
を

考
え
る
時
、
神
話
の
古
へ
よ
り
、
最
も
顕
著
な
こ
と
は
、
関
の
東
と
京
畿
の
対

照
で
あ
る
。
弁
慶
は
、
そ
の
中
世
に
お
け
る
象
徴
的
人
物
で
あ
る
。

 
平
家
物
語
で
平
氏
を
壇
の
浦
に
追
い
つ
め
亡
し
た
の
は
、
義
経
の
率
い
る
関

東
武
士
で
、
そ
の
勇
放
な
活
躍
が
、
ゆ
ゆ
し
く
語
ら
れ
て
い
る
が
、
弁
慶
の
こ

と
は
、
巻
九
老
馬
に
一
寸
書
か
れ
て
い
る
丈
で
あ
る
が
、
義
経
記
で
は
、
巻
三

熊
野
の
別
当
乱
行
の
事
、
弁
慶
生
ま
る
る
事
、
弁
慶
山
門
を
出
る
事
、
書
写
山

炎
上
の
事
、
弁
慶
洛
中
に
て
人
の
太
刀
を
奪
ひ
取
る
事
、
弁
慶
義
経
に
君
臣
の

契
物
申
す
事
、
巻
四
土
佐
坊
義
経
の
訂
手
に
上
る
事
、
義
経
都
落
の
事
、
住
吉

大
物
ニ
ケ
所
合
戦
の
事
、
巻
五
判
官
吉
野
山
に
入
り
給
ふ
事
、
義
経
吉
野
山
を

落
ち
給
ふ
事
、
忠
信
吉
野
山
の
合
戦
の
事
、
吉
野
法
師
判
官
を
追
ひ
か
け
奉
る

事
、
巻
七
判
官
北
国
落
の
事
、
大
津
次
郎
の
事
、
三
の
口
の
関
通
り
給
ふ
事
、

平
泉
寺
御
見
物
の
事
、
如
意
の
渡
に
て
義
経
を
弁
慶
打
ち
奉
る
事
、
直
江
入
津

に
て
笈
探
さ
れ
し
事
、
亀
割
山
に
て
御
産
の
事
、
継
信
兄
弟
御
壷
の
事
、
秀
衡

が
子
共
判
官
殿
に
謀
反
の
事
、
衣
川
合
戦
の
事
等
、
全
巻
に
亘
り
、
影
の
形
に

添
う
如
く
、
義
経
在
る
処
、
常
に
弁
慶
在
っ
て
、
苦
楽
を
共
に
し
、
義
経
記
は

日
本
文
芸
史
論
 
み
や
び
と
ひ
な
び

即
ち
弁
慶
伝
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

 
儒
教
の
君
子
・
仏
教
の
菩
薩
也
兼
備
し
て
い
る
。
弁
慶
は
僧
の
如
く
武
士
の

如
く
波
瀾
万
丈
変
幻
出
没
自
由
自
在
に
し
て
、
「
御
所
櫻
堀
川
夜
討
」
に
、

「
堀
川
御
所
に
隠
れ
な
き
智
仁
勇
の
そ
の
こ
つ
が
ら
、
忠
臣
の
鑑
と
は
唐
土
の
豫
譲
、
我
朝
に
て
は
そ

の
一
人
と
よ
ば
れ
た
る
武
蔵
坊
弁
慶
」

と
あ
っ
て
、
歴
史
の
大
変
動
期
に
生
れ
た
極
め
で
振
幅
の
広
い
智
仁
勇
兼
備
の

大
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
が
、
義
経
の
忠
臣
と
し
て
悲
劇
の
生
涯
を
共
に
し

た
の
で
、
「
判
官
贔
負
」
は
、
弁
慶
に
対
す
る
人
気
が
少
か
ら
ず
助
け
に
な
っ

て
い
る
。
又
、
「
弁
慶
贔
負
」
が
「
判
官
贔
負
」
を
助
け
て
い
る
。
弁
慶
を
偉

丈
夫
に
し
て
い
る
の
は
、
長
刀
を
逆
様
に
杖
に
突
い
て
、
二
王
立
の
ま
ま
死
ん

だ
こ
と
と
、
命
を
惜
ま
ず
義
経
を
庇
ふ
た
忠
勇
で
あ
る
。
こ
の
劇
的
生
涯
は
、

後
人
こ
れ
を
讃
美
し
て
「
能
の
安
宅
」
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
勧
進
帖
」
、
h
鬼

一
法
眼
三
署
巻
」
「
御
所
櫻
堀
川
夜
，
討
」
「
義
経
千
本
櫻
」
に
演
劇
し
て
い

る
。
弁
慶
は
艶
聞
の
無
い
男
で
あ
る
が
、
ロ
ハ
一
つ
「
御
所
櫻
堀
川
夜
討
」
の
み

が
そ
れ
も

「
忽
じ
て
勇
士
の
戦
場
へ
お
も
む
く
と
き
は
三
忘
と
ま
う
し
て
わ
す
る
る
こ
と
三
ツ
あ
り
。
国
を
い
つ

る
時
、
家
を
わ
す
れ
、
境
を
す
ぐ
る
時
妻
子
を
わ
す
れ
、
敵
陣
を
の
ぞ
ん
で
わ
が
身
を
わ
す
る
」

と
い
う
に
つ
づ
い
て
、
我
が
娘
を
ば
義
経
の
身
代
り
に
手
討
に
す
る
と
い
う
王

朝
文
芸
で
は
想
像
も
さ
れ
な
か
っ
た
武
士
道
的
悲
劇
が
作
ら
れ
て
い
る
。
荒
法

師
の
弁
慶
に
、
歌
舞
伎
の
「
御
所
櫻
堀
河
夜
討
」
の
、
と
の
情
事
は
紅
一
点
の

み
や
び
で
あ
る
。

 
後
鳥
羽
院
 
嘗
っ
て
私
は
、
み
や
び
と
ひ
な
び
の
比
較
を
、
関
東
と
京
都
に

つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
み
や
び
と
ひ
な
び
の
対
立
に
つ

き
史
上
最
も
苦
悩
し
た
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
後
鳥
羽
院
が
苦
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労
し
た
の
は
、
公
武
の
合
体
で
あ
る
。
公
は
京
都
の
皇
室
、
武
は
鎌
倉
の
北
条

執
権
、
公
は
古
典
的
貴
族
的
み
や
び
、
武
は
荒
々
し
い
田
舎
の
ひ
な
び
で
あ

る
。
こ
の
二
流
の
和
合
調
和
が
美
レ
き
健
全
な
社
会
で
あ
る
が
、
承
久
乱
は
こ

れ
が
分
裂
抗
争
し
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
而
し
て
北
条
氏
が
勝
利
し
た
事
実
は
、

新
興
し
た
庶
民
の
精
神
力
の
勝
利
で
、
後
鳥
羽
院
が
流
罪
の
隠
岐
で
詠
ん
だ

 
我
こ
そ
は
 
新
島
守
よ
 
隠
岐
の
海
の
 
あ
ら
き
溝
鼠
 
こ
こ
ろ
し
て
吹
け

 
限
り
あ
れ
ば
■
さ
て
も
た
へ
け
る
 
身
の
う
さ
を
 
民
の
わ
ら
屋
に
 
の
き

 
を
並
べ
て

と
は
、

 
お
く
山
の
 
お
ど
ろ
の
下
も
 
ふ
み
わ
け
て
 
道
あ
る
世
ぞ
と
 
人
に
じ
ら

 
せ
む

と
あ
る
和
歌
の
道
に
よ
っ
て
理
世
撫
民
を
計
る
帝
王
の
た
け
高
き
気
魂
の
敗
北

を
、
天
地
に
向
っ
て
働
些
し
て
い
る
悲
壮
な
叫
び
で
あ
る
。
歌
道
の
魂
塊
、
日
「

本
的
霊
性
の
権
現
、
有
心
体
の
英
雄
の
体
験
者
が
、
後
鳥
羽
院
で
あ
っ
た
。
そ

の
懸
命
の
聖
業
が
新
古
今
集
で
あ
っ
た
。
新
古
今
集
の
詩
情
が
承
久
の
乱
の
敗

北
の
原
因
で
あ
る
。
王
朝
の
華
麗
優
雅
、
幽
玄
衰
年
な
ひ
な
び
に
つ
い
て
の
非

客
観
的
主
我
的
主
情
が
、
新
古
今
を
傑
作
に
し
た
。
そ
こ
で
増
鏡
（
つ
げ
の
小

櫛
）
に
、
「
関
の
東
を
都
の
外
と
て
お
と
し
む
べ
く
も
あ
ら
ざ
ザ
け
り
。
」
，
と

い
う
が
如
き
、
関
東
の
ひ
な
び
を
省
る
寛
容
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
が
、
後
鳥

羽
院
の
悲
劇
の
源
で
あ
っ
た
。
増
毛
の
「
新
島
守
」
に
、
承
久
の
乱
で
義
時
・

三
時
の
人
柄
を

 
心
を
猛
く
思
へ
。
お
の
れ
う
ち
勝
つ
も
の
な
ら
ば
、
再
び
こ
の
足
柄
箱
根
山

 
は
超
ゆ
べ
し
。
…
・
：
か
く
う
ち
出
で
ぬ
る
ま
た
の
日
、
思
ひ
が
け
ぬ
程
に
、

 
泰
時
鞭
を
挙
げ
て
馳
せ
来
た
り
。
父
（
義
時
）
胸
う
ち
騒
ぎ
て
、
当
い
か
に
」

と
問
ふ
に
「
計
ら
ざ
る
に
、
辱
く
鳳
螢
を
先
だ
て
て
、
御
書
を
あ
げ
ら
れ
、
臨

幸
σ
厳
重
な
る
事
も
侍
ら
む
に
参
り
あ
へ
ら
ば
、
そ
の
時
の
進
退
、
い
か
ゴ
侍

る
べ
か
ら
む
。
こ
の
一
事
を
尋
ね
申
さ
む
と
て
一
人
馳
せ
侍
り
き
」
と
い
ふ
。

義
時
、
と
ば
か
り
う
ち
案
じ
て
、
「
か
し
こ
く
も
問
へ
る
男
か
な
。
そ
の
事
な

り
。
ま
さ
に
君
の
御
輿
に
向
ひ
て
、
弓
を
引
く
こ
と
は
い
か
が
あ
ら
む
。
さ
ば

か
り
の
時
は
、
兜
を
ぬ
ぎ
弓
の
弦
を
き
り
て
、
ひ
と
へ
に
か
し
こ
ま
り
て
、
身

を
ま
か
せ
奉
る
べ
し
。
さ
は
あ
ら
で
、
君
は
都
に
お
は
し
ま
し
な
が
ら
、
．
軍
兵

を
た
ま
は
せ
ぱ
、
命
を
す
て
て
、
千
人
が
，
一
人
に
な
る
ま
で
も
戦
ふ
べ
し
。
」

と
、
い
沿
も
果
て
ぬ
に
急
ぎ
た
ち
に
け
り
。
と
叙
b
て
い
る
。
あ
ず
ま
の
ひ
な

び
た
大
将
な
が
ら
、
み
や
び
な
る
天
皇
を
尊
敬
し
た
正
義
の
武
士
で
あ
る
。
後

鳥
羽
院
が
豊
か
な
経
済
力
に
拠
っ
て
華
麗
文
華
の
遊
楽
に
耽
り
、
武
家
政
権
を

否
定
し
、
古
代
的
貴
族
政
治
の
復
興
を
意
図
し
て
い
た
時
、
謡
曲
「
鉢
の
木
」

に
煎
れ
る
時
頼
の
如
き
辺
土
の
民
に
仁
政
を
布
い
た
執
権
も
い
た
。
新
古
今
の

歌
体
有
心
の
神
韻
を
生
か
し
た
の
は
、
北
条
執
権
の
政
治
で
あ
っ
た
。
後
鳥
羽

院
の
美
学
の
敗
北
の
因
で
あ
る
。
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